
質
問
一

市
内
の
自
転
車
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
。

二

マ
ナ
ー
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

三

自
転
車
環
境
の
整
備
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
の
自
転
車
事

故
は
１１
月
末
日
現
在
１
０
０
件
あ
り
、

昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
１５
件
、
率
に
し

て
１３
㌫
減
少
し
、
死
者
は
０
件
で
あ
る
。

事
故
の
主
な
内
訳
は
、
中
学
生
以
下

の
事
故
が
２５
件
、
１６
歳
か
ら
２４
歳
の
若

者
が
１８
件
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
１７

件
で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
事
故
死
傷
者

全
体
に
占
め
る
自
転
車
事
故
の
割
合
は
、

２３
・
３
㌫
で
あ
る
。

二

市
と
し
て
、
各
小
学
校
の
交
通
安

全
教
室
や
年
４
回
の
交
通
安
全
街
頭
指

導
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
西
入
間
交
通

安
全
協
会
に
よ
る
高
齢
者
自
転
車
大
会
、

鶴
ヶ
島
第
二
小
学
校
区
地
域
支
え
合
い

協
議
会
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

三

市
内
の
幹
線
道
路
と
な
る
都
市
計

画
道
路
等
に
お
い
て
自
転
車
交
通
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
図
れ
る
よ
う
、
現
在

基
本
的
な
整
備
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

自
転
車
交
通
の
安
全
確
保
と
通
行
の
円

滑
化
を
図
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

「
読
み
書
き
サ
ー

ビ
ス
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一

市
の
生
活
保
護
申
請
者
と
受

給
者
の
推
移
と
背
景
は
。

二

求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
。

三

自
立
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

生
活
保
護
受
給
者

数
は
平
成
２０
年
度
が
３
９
７
人
、
今
年

度
は
１０
月
末
時
点
６
０
７
人
で
、
世
帯

数
で
は
４
１
２
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
間

の
急
増
に
つ
い
て
は
、
２０
年
９
月
の
リ

ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
に
よ
る

世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、
国
内
の

失
業
者
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
。
今

年
度
の
生
活
保
護
相
談
件
数
や
申
請
件

数
は
、
一
時
期
の
急
増
期
に
比
べ
小
康

状
態
だ
が
、
雇
用
の
非
正
規
化
に
伴
う

失
業
や
高
齢
化
が
背
景
に
あ
り
、
当
面

は
微
増
状
態
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

二

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
の
早
期
就
職
を
目
指
す
制
度
と
し
て

本
年
１０
月
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
制
度

で
、
本
市
で
は
現
時
点
で
利
用
者
は
い

な
い
が
、
今
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、
周
知
及
び
利
用
に
取
り
組
む
。

三

就
労
が
可
能
な
生
活
保
護
受
給
者

に
対
し
、
社
会
的
な
自
立
を
図
る
た
め
、

１８
年
度
か
ら
就
労
支
援
員
を
１
人
採
用

し
、
就
労
に
対
す
る
相
談
、
求
人
情
報

の
提
供
等
、
総
合
的
な
就
労
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
２２
年
度
の
就
労
実
績
と
し

て
、
生
活
保
護
が
廃
止
に
な
っ
た
自
立

世
帯
が
８
世
帯
あ
り
、
社
会
的
自
立
が

着
実
に
図
ら
れ
て
い
る
。

生活保護の相談窓口

自
転
車
交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

安
全
確
保
と
通
行
の
円
滑
化
を
図
る

松
尾

孝
彦

議
員

大曽根英明 議員

生活保護の課題について

総合的な就労支援を行う

富士見通線の自転車通行帯

つるがしま市議会だより第１５７号〔５〕


